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１．はじめに 

 本研究は２００８年よりアジア各国の研究機関との共同プロジェクトとして進行してい

るアジア言語話者の英語発話コーパス構築プロジェクト（AESOP： Asian English Speech 

cOrpus Project）(Meng et al., 2009; Vischeglia et al., 2009等) の日本語話者の英語の音声発話の

データをもとに、日本語の音韻特性を考察したものである。AESOPの日本語話者の発話デ

ータは現在約１６０人分のデータが集められ、現在も収集中である(Kondo, 2012)。臨界期を

過ぎた外国語学習者には、通常母語の音韻特性が音声知覚と産出の両面で現れる（Lenneberg, 

1964; Patkowski, 1989）。また第一言語の音韻特性は音素やフレーズなど、様々な音韻単位

および、リズムやイントネーションなどの韻律面で顕著に現れ、どの音韻単位における間

違いも韻律の乱れもすべてコミュニケーションにとって重要である。個々の音素の発音の

正確さは単語の判別には重要であるが、第二言語の発話の流暢さの判定評価により大きく

影響を及ぼすのは、韻律面の正確さである (Anderson-Hsieh et al., 1992)。実際のコミュニケ

ーションでは、韻律が意味の強調やフレーズ境界、統語構造、スピーチアクト、また話者

の感情や態度などの伝達をつかさどっている(Prince et al., 1991; Hirschberg, 2002; Grice & 

Bauman, 2007)。したがって第一言語が第二言語に韻律上間違った影響を与えると、意味や

発話の意図、感情の理解に誤解を生じさせ、意思の疎通の妨げとなる。しかし、第二言語

の韻律習得の重要性とは裏腹に、これまで第二言語の音声習得の研究は、音素などの個々

の音の習得が中心となっていたので (Jilka, 2007)、AESOPの発話コーパスでは、英語の韻律

習得を主な研究目的の一つとして構成した。したがってAESOPコーパスを用いて日本語話

者の英語発話の韻律上の問題を検証することで、韻律特性を含む日本語の音声特性を浮き

彫りにすることができる。 

 今回の分析では、日本語話者の英語の発音の間違いの中から、母音の挿入に焦点を当て、

音節構造と母音の無声化現象について考察し、日本語の発話リズムの特性を検証する。 

 

２．手法 

 今回の分析には、すでに収録済みの日本語母語話者約 160 人の英語発話データのうち、

分析が済んでいる関東方言話者５０人分の ”The North Wind and the Sun” (International 

Phonetic Association, 1999) の読み上げ文を対象とした。被験者は日本語を母語とする大学生、

大学院生である。英語のレベルは、日本の大学レベルで英語教育の経験がある英語教員（英

語母語話者三名、日本語母語話者五名）に、発話の自然さ、流暢さ、音の正確さ、英語ら

しさ全体に関して主観的に評価をしてもらった。判定の基準は、レベル１（英語として理

解が困難）；レベル２（英語として発音は良くない）；レベル３（ごく平均的日本語話者

の英語の発音）；レベル４（英語としてとても自然で上手な発音）；レベル５（英語母語
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話者レベルの発音）で、各レベルの中間値 (.5) を設け、9 段階評価とした。50 人の被験者

の判定レベルの内訳は表 1 の通りである。 

 

表１ 被験者の英語の発音レベル主観評価判定基準と各レベルごとの被験者数 

レベル 1 1.5 2 2.5 3 3.5 4 4.5 5 

判定 

基準 

very 

poor 

 poor  average  good  very 

good 

人数 0 2 10 11 10 11 5 1 0 

 

 音声データに対して、隠れマルコフモデル(HMM)に基づいた音響モデル、HTK モジュー

ル（URL 参照）及び単語辞書を用いた自動音素アラインメントを実施した。本アラインメ

ントは分析周期 10ms、窓幅 20ms で行われ、ARPABET 表記（URL 参照）の音素列が出力

結果となる。従来、アラインメントに使用される単語辞書は、標準アメリカ英語の発話コ

ーパス TIMIT（URL 参照）に準拠しているため、日本語訛を含む英語発話データのアライ

ンメントには必ずしも適しておらず、正確なアラインメントができないデータも存在する。

そのため、本アラインメントにおいては、”The North Wind and the Sun”に出現する全ての単

語について、日本語母語話者の英語発話を想定した音素列パターンを単語辞書データに追

加し、日本語訛を含む英語音素列もほぼ正確に抽出できるようにした（表 2）。自動アライ

ンメントに手修正を加えた結果をもとに、日本語母語話者の英語の発音がどのように異な

るか検証した。 

 

表２ 単語発話の追加音素列パターン “stronger” の例 

英語母語話者の発音 [stɹɑŋɡɚ] ARPABET 

日本語話者の予測発音 

[stɹɑŋɡɚ] s t r aa nɡ ɡ er 

[stɹɔŋɡəɹ] s t r ao nɡ ɡ er 

[stɹɔŋɡə] s t r ao nɡ ɡ ah 

[stɔɾɔŋɡaː] s t ao r ao nɡ ɡ aa 

[sʊtɔɾɔŋɡaː] s uh t ao r ao nɡ ɡ aa 

[stlɑŋɡɚ] s t l aa nɡ ɡ er 

[stlɔŋɡəɹ] s t l ao nɡ ɡ er 

[stlɔŋɡə] s t l ao nɡ ɡ ah 

 

３．結果と考察 

３．１ 音素の逸脱 

 自動アラインメントの結果、発音のモデルとした標準アメリカ英語から逸脱した発音と

分析されたものが 2,480 例抽出された（図１）。個別の例で一番多かったものは/r/の脱落で、

この例のほとんどは音節の尾子音の/r/を発音せず、/r/に先行する音節核の母音を伸ばすこと

により長母音として発音している例であるが、これは今回自動アラインメントの規範の発

音として使った標準アメリカ英語が rhothic アクセントであるために、規範とは異なる発音

とされているのであって、母音に後続する尾子音の/r/の脱落は、必ずしも間違いではない。

したがって、/r/の脱落を除いた日本語話者の英語の発話特徴を分析した。結果は、従来から
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指摘されている日本語話者の英語の発音の問題点、つまり母音の音質、母音の挿入、子音

の音質、子音の脱落、子音の挿入などを映し出している。例えば/l/  /r/, /b/  /v/ , /s/  /θ/

など、日本語にない子音音素を日本語にある音声的に近い別の子音で代用している例は

1,216 例あった（表３）。子音の音素では、日本語にない/l/が/r/([ɹ], [ɻ], [ɾ]) に, /v/が/b/に, /θ/

が/s/に, /ð/が[dz], [dʑ], [dʒ], [z]などの日本語の音素または異音に置き換わっている例が非常

に多く見られた。また英語の発音主観評価値とモデル発音からの逸脱とみなされた音素の

数には強い相関がみられた（R=－0.454; p<0.005）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ モデル発音からの逸脱とみなされた音素の数と英語の発音主観評価値との関係 

 

 

表３ 他の音素に置き換わった子音の総数 1,216 例中の 

主な英語子音音素の代用 

英語音素 代用された子音 サンプル数 

/l/ /r/ ([ɹ], [ɻ], [ɾ]) 203    

/r/ /l/ 64    

/ð/ [dz], [dʑ], [dʒ], [z] 142    

/v/ /b/ 24    

/θ/ /s/ 78    

/r/ 脱落 546    

 

３．２ 母音の逸脱 

 子音の間違いよりも多かったのが母音の問題で、母音の音質にかかわるものが 1,346 例、

母音の挿入が 463 例あった。母音の音質に関しては、/ə/ の調音位置が中央でなく、 [a]（105

例）、[ʌ]（292 例）、[ɔ]（55 例）、[i, ɪ]（30 例）、[e]（18 例） などと調音周辺部の母音

として調音されているものが多かった。英語の /ə/ は、強勢の置かれていない弱音節に起

きるが、日本語話者が日本語にはない /ə/ を、日本語の五母音のどれかに分類し、強母音

として発音していることが伺える（第４節参照）。その他、多く見られた母音の間違いは/ʌ/
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（281 例）で[a]と認識された例が 164 例、/æ/ の間違いが 107 例で、うち[a]（52 例）か[ʌ]

（44 例）と認識されたものが殆どで、続いて /ɔ/ の間違いが 94 例で[a]（61 例）と[ʌ]（29

例）として認識されたものが大半であった。 

 

３．３ 母音の挿入と音節構造 

 母音の間違いで非常に多かったのが、母音の挿入で 463 例が抽出された（図２）。母音

の挿入は日本語と英語の音節構造の違いからくるものである（表４）。英語の子音の連続

の環境（/C1C2(C3)/）において、実際の英語の音節構造にかかわらず、日本語話者は母音を

挿入することにより/C1V.C2V.(C3V)/と軽音節/CV/に分析することに起因している。第二言語

の音節構造に第一言語の音節構造では許容されない構造がある場合、話者は様々な発音の

ストラテジーを試みるが、日本語母語話者が第二言語で子音の連続に接した場合、子音を

省略したり融合させ新しい子音で代用するのではなく、子音間に母音を挿入し音節構造を

/CV/に再構成するという手段をとる。また日本語の音節構造は基本的に開音節で、閉音節は

モーラ子音 /N/ と /Q/ が音節末に来るとき以外は起きない。したがって、第二言語の語末

が閉音節のときも、語末に母音を挿入することで/-CV/という新しい音節を構成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 英語レベル別挿入母音数と母音の種類 

 

表４ 日本語と英語の音節構造の比較 

日本語 英語 

(C)(j)V(V)(C)(C) (C)(C)(C)V(C)(C)(C) 

 

 AESOP コーパスの ”The North Wind and the Sun” には、子音の連続が起きる単語および語

末に子音が来る単語が数多くあるが、すべての母音の挿入例が見られた（表５）。 

 他に wind [ʊɪndɔ], warm [ʊɔːmʊ] にみられるように、/w + 母音/ のときで、母音が/a/ 以外

のとき、/w/が子音/w/でなく母音/u/となり、/wɪn-/ , /wɔːm/という閉音節が、/ʊ.ɪn-/, /ʊ.ɔː.mʊ/ と

後続母音とは別の音節に構造が変わっている例も見られた。 
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表５ Japanese AESOP “The North Wind and the Sun” の挿入母音の例 

(a) 連続子音間（下線の母音が挿入母音） 

disputinɡ [dɪsʊpjuːtɪŋ] attempt [ɑtempʊtɔ] warmly [waʊmʊliː] 

wrapped [rɑpʊt] cloak [kʊraʊk] stronger [sʊtɔrəŋgɑ:] 

obliɡed [əbʊraidʒɪd] fold [fourʊd] immediately [ɪmedɪətɔriː] 

agreed [ʌgʊriːd] blue [bʊlu:]   

succeed [sɑkʊsiːd] closely [kʊrowsʊriː]   

 

(b) 語末（二重下線部が挿入母音）  

first [fa:stɔ] succeed [sɑkʊʃiːdɔ] came [keɪmʊ] 

wrapped [ræptɔ] agreed [ʌgʊliːdɔ] warm [wɑ:mʊ] 

attempt [ɑtempʊtɔ] take [teɪkʊ] his [hidzʊ] 

last [rɑstʊ] took [tʊkʊ] was [wɑzʊ] 

obliged [ʌbʊraɪdʒidʊ] up [ʌpʊ] as [ædzʊ] 

should [ʃʊdʊ] confess [kʌnfesʊ] along [ɑrəŋgʊ] 

fold [faʊldʊ] off [ɔfʊ] disputinɡ [dɪsʊpjuːtɪŋʊ] 

around [ɑraʊndʊ] gave [geːvʊ] making [meɪkɪŋʊ] 

 

 挿入された母音は弱母音の[ɔ], [ʊ]が圧倒的に多い（図２）。日本語への外来語での挿入母

音の規則は、歯茎破裂音/t, d/ の後は/o/, 破擦音/tʃ, dʒ/ の後は /i/, その他の子音の後は/u/で

ある（Shinohara, 2004）。しかし実際の英語の発話ではいわゆるカタカナ語で英語を発音し

ているわけではなくとも、日本語の/CV/の音節構造を根底に英語を発話してしまい、はっき

りとではないが子音の連続の間に無意識に/t, d/の後に[ɔ]、/tʃ, dʒ/の後に[ɪ]、その他の子音の

あとには[ʊ]が入ってしまうと考えられる。特に、一番例が多かった[ʊ] の挿入は、話者の英

語レベルとの負の相関がみられなかった（R=－0.205; p>0.1）(図３)。[ɔ]、[ʊ]は日本語の母

音/o/と/u/の実際の音質に近いことを考えると、両母音が実際によく挿入されるのは納得が

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 英語レベル別の子音間または語末の/u/の挿入 
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さらに、高母音/u/は/i/とともに、標準語を含む東日本を中心とする多くの方言で無声子音

間、または無声子音が先行する発話末では無声化する。 “The North Wind and the Sun” のデ

ータでは無声子音の連続が少なからずあり、うち高母音/u/が挿入される可能性がありかつ

その /u/が無声化される可能性のある環境があるのは、 attempt /ateNputo/, disputing 

/disupjuutiNgu/, first /faasuto/, last /rasuto/, stronger /sutoroNgaa/, succeed /sakusiido/, wrapped 

/raQputo/であるが、first と last 以外の disputinɡ [dɪsʊpjuːtɪŋʊ]（5 例）、 attempt [ətempʊtɔ]（10

例）、 stronger [sʊtɔrɑŋɡər]（20 例）、 succeed [səkʊsiːd]（8 例）、 wrapped [ræpʊtɔ]（6 例）

と典型的な無声化環境で/u/に準ずる母音の挿入（下線部）が少なからずみられた。無声化

環境での母音/u/の挿入は、音節構造と音節内での位置にかかわらず見られた（音節末 

/dɪsu.pju:t.ɪŋu/, /səku.si:d/、頭子音 /sutrɑŋ.ɚ(r)/, 尾子音 /ə.temput/, /ræput/）。この傾向は英語

のレベルが高い話者にも少なからずみられた。日本語話者にとって/(C)V/という日本語の絶

対的な音節構造があり、それが第二言語の発話においても強く作用しており、必ずしも英

語の音節構造では音素列を分析していないであろうことが推測される。今回  ”first” 

と ”last” の尾子音の /-st/ では /u/ の挿入例が見られなかったが、歯茎摩擦音が先行し、無

声破裂音が後続する環境での無声化率が一般的に高いことから（武田&桑原, 1987; 吉田&匂

坂, 1990; Maekawa & Kikuchi, 2005）、無声化が特に起きやすい環境であることが要因であろ

う。同じ/st/の連続でも ”stronger” では挿入母音の例が多くみられることから、シラブル内

での位置や、二連続子音と三連続子音での挿入母音の生起率が異なるのかは、これからの

検討課題である。 

 これらの結果は、日本語話者の英語発話で、ストレスが置かれていない音節で母音の弱

化が起きにくいという研究報告（Lee et al., 2006; Kondo, 2008; Sugahara, 2009）や、日本語発

話においては単一の無声化環境での高母音の無声化率はほぼ 100%近いという研究報告

（Kondo, 2005）を考慮すると、日本語話者の日本語及び第二言語の知覚と発話、特にリズ

ムにおいて、如何に /CV/ という基本の音節構造またはモーラが強く影響しているかがわか

る。また、この音節構造にかかわる問題は、英語レベルの高い話者にもみられる問題であ

ることから、Mazuka et al. (2011) の研究結果にみられるよう音節構造は第一言語習得の根幹

をなし、第二言語習得のあらゆる面に影響を与えていると考えられる。 

 

４．まとめ 

 日本語話者の英語発話の分析から、日本語話者にとって日本語の音素にない英語の音の

発話は母音も子音も難しいが、個々の音素の発音の問題は、大方英語のレベルが上がるに

つれて解消されていく。しかし、レベルが上がっても根深く残る問題の一つが子音間と語

末の閉音節の後の母音の挿入である。母音の挿入は、/CV/ を基本とする日本語の音節構造

を保とうとすることから起きていると推測されるが、この影響は単なる音節構造という抽

象的な音韻理論の問題にとどまらず、英語発話に際し、フットを基本とした強勢リズムや

強勢リズムに付随して起きる弱音節での母音の弱化などの発話リズム全体の問題にかかわ

ってくる。反面、日本語話者の英語発話を考察することで、日本語話者にとっての音素の

認識や、韻律上重要な単位は何かなどの、日本語の音韻に関する根本的な問題の答えが見

える。Japanese AESOP の分析がさらに進んでいけば、日本語話者の英語発話の問題だけで

なく、日本語そのものの特性の解明にもつながっていくであろう。 
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